
銅管（被覆銅管ؚむ）を給水・給湯用にご使用になる場合には、この「お取扱い上の注意点」をよくお読みになり、
正しくご使用ください。

記載された注意事項をकらずに製品をご使用したことで生 た͡不具合や事ނなどは、保証の対象とはなりませんので
ご注意ください。

̍ɽ銅管の使用ڥにͭいて

銅管を使用する場合は必ず水質分ੳを実施してください。（特に地下水（井戸水、؆қ水道など）の場合は
ご注意ください。）また、水質が変更になったࡍには再度水質分ੳを実施してください。
なお、pHはサンプル水採取直後にଌ定してください。

①青い水
pHが低い水（ʽ6.5）の場合、銅イオン溶出ྔがଟくなります。
銅イオンはੴݨなどにؚまれるࢷ酸と応し、青い付ணを
生します。このݱ象が「青い水」とݺれるものです。

②孔食
地下水のようにpHがやや低く༡炭酸がଟい水質（ʾ
15mg/Ὑ）で生͡やすい内部食（ᶗ型孔食）と、ེ 酸イオン偀
度が高く（SO4

2-/HCO3
-＞1.0）、さらにཹԘ素やシリカがଟ

い水で生͡やすい内部食（ᶘ型孔食：マウンドレス孔食ؚむ）
があります。

③௵食
気水分が不શな環ڥ配管においてաେな流や しܹい
水流のཚれによって生 る͡食です。

④応力食ׂれ
アンモχアがଘࡏする環ڥ下で発生する食です。

⑤ർ労ׂれ
給湯使用࣌と非使用࣌の温度変化により銅管は熱伸縮を܁り
ฦします。この伸縮により発生した܁りฦし応力がہ部（Ԝみ部
や۶࠲部など）にूதして発生するׂれをいいます。

ᶈٜのঢ়食
ٜ酸やਣ酸などの有機カルボン酸などの食媒によって生 る͡
食です。

ᶉ外面食
保温材（δュート、グラスウールやフΣルトなど）からの溶出分
によって生 る͡食です。

̎ɽอ管͓Αͼ使用্のҙ

̏ɽ施工্のҙ

①断

パイプカッターを使用し管࣠に直֯に断してください。

②面取り

断による管内まくれは、
リーマまたはスクレーパーで
面取りしてください。

  
 

管がਅԁでないと
はんだ付不良や௵食の
原ҼとなるたΊ、専用
サイδングツールを用いて
ਅԁにम正してください。

銅管は耐食性、施工性に༏れますが、使用される環ڥ、水質によっては、まれに青い水ݱ象や孔食、௵食、応力食ׂれ、ർ労ׂれ、
ٜのঢ়食、外面食をىこす場合があります。

。のような特のある水質では、本製品を継続佳に使用しないでください࣍

水道の水質は変Θる場合があります。֤ ࣗ治体のホームペーδなどで定期佳に水質分ੳ結Ռを確認してください。

pHが低い（6.5以下）、༡炭酸がଟい（ʾ15mg/Ὑ）、ེ 酸イオン偀度が高い（SO4
2-/HCO3

-＞1.0）、
。Ԙ素がଟい、またはシリカがଟいཹ

①外面にஶしいই・変ܗ・Ԛれのある配管は使用しないでください。
②火気にۙづけないでください。
③銅管に有機溶剤、強酸、有機酸（Ϊ酸・ਣ酸）を付ணさせないでください。
④配管は、はつりۀ࡞などのคਖがう環ڥ下で保管しないでください。
⑤配管にա度に力を加えて、௵れおよび۶࠲を発生させないでください。

金ڒはઈ対に使用しないでください。
ࣼΊ断、คおよびバリなどが発生することが
あります。

คを管内に入れないで
ください。

。۶した配管は使用しないでください࠲

継手内面へはフラックスを侒しないでください。

<ご参考>　上記のような水質では、耐食性を上させた̨ C̩銅管の使用をおקΊします。
　　　　  詳細は̣J̩ 銅管ൢചのホームペーδをご参照ください。

※銅管食の詳細につきましては、૯合カタログ、ホームペーδ、配管用銅管ٕज़ࢿྉをご参照ください。

⑤曲げ加工（軟質材の場合）

曲げ加工するࡍ、ϕンダーの使用をおקΊします。
手曲げをするࢧ、ࡍ点をҠ俗させながらঃʑに曲げて
ください。

か̍所で一気に曲げると管が۶࠲する可能性が
あります。

ᶉ伸縮に対するॲஔ

銅管は߯管に比べて1.6倍伸縮します。
適な伸縮吸収ॲ理をしてください。

ᶊࢧ持方法

配管のࣗॏやৼ俗などが管や継手などにӨڹするたΊ
所定のࢧ持方法、ࢧ持間ִをとってください。

ᶋ凍結ࢭ

部の配管は凍結が৺配ޱ冷地の室外やচ下։פ
されるたΊ、保温俄をかͿせてご使用ください。

ᶈフラックスの侒とআڈ

銅管外面に管から3〜5mmして薄くۉ一に
侒してください。
はんだ付後、外面のフラックスのりは、͵ れۊࡶで
;きとり、内面は配管後通水または水圧試験水にて
水ચしてください。

③管म正

配管の交ࠩはۃ力避けてください。
ଞの配管材と交ࠩせ͟るを俧ない場合、
ਤのようなॲஔを施してください。

④配管の交 （ࠩ軟質材の場合）

ԣ引管 び径80A以下ݺ
持間ִ1.0m以下ࢧ

び径100A〜300Aݺ
持間ִ2.0m以下ࢧ

ॎ管 ֤֊̍Օ所
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